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一　国語辞典で先に出てくる言葉に○をつけましょう。　　（１０点×７問）


　　【例】　（　○　）こくご　　　（　　　）たいいく


　　　　


　⑴　（　　　）りか　　　　　（　○　　）どうとく








　⑵　（　○　）ひろい　　　　（　　　　）ふかい　　　　　　　　








　⑶　（　　　）きつね　　　　（　○　　）きって








　⑷　（　○　）じゆう　　　　（　　　　）じゅう　　　　　　　　








⑸　（　　　）しんくう　　　（　○　　）しんぐ








⑹　（　○　）スタンド　　　（　　　　）スタンプ








　⑺　（　○　）だいだ　　　　（　　　　）だいだい








二　文の中で、いろいろに形をかえる言葉があります。国語辞典では、例の投げるの


ような見出し語で出ています。　　　線の言葉を見出し語になおしましょう。


（１０点×３問）





　　【例】　友だちが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),投)�げたボールを、しっかりとキャッチした。








⑴　わたしがかいた絵が、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さくひんてん),作品展)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆうしゅう),優秀)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょう),賞)�にえらばれた。








　⑵　きのう、友だちと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あそ),遊)�んだ公園は、みどり公園だ。








　⑶　きのうのできごとを家ぞくに話した。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　














国語辞典は


　五十音じゅんに


　　なってるよ。











投げる





　かく





　遊ぶ





話す








